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今月の
表紙

10月 9日、町総合運動公園で「ちびっこまつり」が開催されました。
訪れた親子は秋空の下、さまざまな催しを楽しみました。
（関連記事11ページ）



2平成29年10月号

億6,758万円 諸収入
1億1,772万円
（1.2％）

繰越金
2億7,908万円
（2.9％）

その他
6億3,308万円
（6.5％）

負担金、使用料等
2億9,560万円
（3.1％）

繰入金
13億4,966万円
（13.9％）

地方譲与税、交付金
3億6,150万円
（3.7％）

　 　消防費
6億9,377万円（7.5％）

地方交付税
28億2,907万円
（29.2％）

1人当たりの税額
106,601円

国県支出金
11億9,988万円
（12.4％）

町　債
10億6,365万円
（11.0％）
町　税

15億4,689万円
（16.0％） 　　 総務費

8億8,017万円（9.5％）

　　 教育費
6億8,477万円（7.4％）

民生費
19億7,862万円
（21.4％）

土木費
10億8,965万円
（11.8％）

　　 公債費
5億8,390万円（6.3％）

　　 衛生費
5億8,442万円（6.3％）

その他
20億7,612万円
（22.4％）

   農林水産業費
6億7,729万円（7.3％）

歳　　入
96億7,613万円 差  引  額

4億2,743万円

歳　　出
92億4,870万円

歳　　入
96億7,613万円 差  引  額

4億2,743万円

歳　　出
92億4,870万円

　 　消防費
6億9,377万円（7.5％）

地方交付税
28億2,907万円
（29.2％）

1人当たりの税額
106,601円

国県支出金
11億9,988万円
（12.4％）

町　債
10億6,365万円
（11.0％）
町　税

15億4,689万円
（16.0％） 　　 総務費

8億8,017万円（9.5％）

　　 教育費
6億8,477万円（7.4％）

民生費
19億7,862万円
（21.4％）

土木費
10億8,965万円
（11.8％）

　　 公債費
5億8,390万円（6.3％）

　　 衛生費
5億8,442万円（6.3％）

その他
20億7,612万円
（22.4％）

   農林水産業費
6億7,729万円（7.3％）

一 般 会 計 の 主 な 事 業
（ハード事業）
道路新設改良  4億 7,412 万円
消防組合負担金（出張所建替）　  4億 5,900 万円
畜産振興（育成牧場整備等）　　 1億 3,984 万円
観光（亀島キャンプ場トイレ改修等）　4,938 万円
土木施設災害復旧 3,823 万円
防災対策（小田市街地浸水対策）　　  3,685 万円
地域振興（宇内ホタル公園トイレ改修等）   3,224 万円

（ソフト事業）
障害者福祉 3億5,580 万円
老人福祉 3億3,645 万円
児童福祉施設（保育園等）　　　  2億6,552 万円
児童措置（児童手当）　　　　　  1億9,064 万円
じん芥処理（廃棄物収集委託等）  1億3,900 万円
農業振興 7,366万円
観光（観光 PR等） 7,704万円

一般会計92億4,870万円万円万円

歳出歳入

保険給付費
13億671万円
保険給付費
13億671万円

その他
7億1,973万円

その他
7億1,973万円

その他
6億6,481万円

その他
6億6,481万円

国庫支出金
4億3,615万円
国庫支出金

4億3,615万円

前期高齢者交付金
6億1,697万円
前期高齢者交付金
6億1,697万円

保険税
2億6,490万円

保険税
2億6,490万円

　繰入金
1億8,735
　　万円

療養給付費
交付金
4,211万円

国民健康保険会計
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172億7,797

（企業会計の資本的収支の不足額は、留保資金等で補てんしました。）

※表示単位未満の端数処理により、合計等一致しない場合があります。

平成28年度

企業会計 26

その他
1億1,621
　 万円

歳出歳入

その他
1億606万円

県支出金
2億5,985万円
県支出金

2億5,985万円

支払基金交付金
4億7,970万円
支払基金交付金
4億7,970万円

国庫支出金
4億4,177万円
国庫支出金

4億4,177万円

保険料
3億7,802万円

保険料
3億7,802万円

繰入金
2億6,935万円

繰入金
2億6,935万円

保険給付費
17億839万円
保険給付費
17億839万円

決算
報告
決算
報告 特別会計 53億6,168万円

一般会計からの繰入金

会　　計　　名

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

歳　 入
22億1,229万円
19億4,489万円

2,104万円
2億1,518万円
2億3,910万円
11億　585万円

1,420万円
374万円
166万円
72万円
390万円
34万円
41万円
64万円
45万円
51万円
141万円
66万円
95万円
22万円
50万円

57億6,866万円
16億　242万円
1億2,465万円
2億8,050万円
2,237万円

3億2,405万円
1億9,487万円

20億2,644万円
18億1,445万円

1,256万円
2億1,308万円
2億2,442万円
10億5,746万円

787万円
51万円
106万円
35万円
226万円
0万円
0万円
1万円
0万円
0万円
59万円
5万円
55万円
0万円
5万円

53億6,168万円
15億9,900万円
1億9,247万円
2億7,384万円
4,212万円

2億8,090万円
2億7,924万円

1億8,586万円
1億3,044万円

849万円
211万円
1,468万円
4,839万円
633万円
323万円
60万円
38万円
164万円
34万円
41万円
63万円
45万円
51万円
82万円
60万円
40万円
21万円
44万円

4億　697万円
342万円

△6,782万円
666万円

△1,976万円
4,315万円

△8,438万円

歳　 出

病　　院

介護老人
保健施設

水　　道

企
　
業
　
会
　
計

特
　
　
　
　
別
　
　
　
　
会
　
　
　
　
計

差  引  額

保険事業勘定
サービス事業勘定

“地方創生”に取り組んだ「13か月予算」“地方創生”に取り組んだ「13か月予算」“地方創生”に取り組んだ「13か月予算」“地方創生”に取り組んだ「13か月予算」

172億7,797
　平成28年度の町財政は、第6次振興計画「輝く未来　笑顔あふれるまちづくりプラン」の初年度、また「観光
元年」の2年目として、国の地方創生事業に対応した平成27年度からの繰越事業とあわせ「13か月予算」と銘
打ち、数々の諸施策に取り組みました。
　ハード面では、主な事業として、青木小迫線・東川面本堀線などの道路改良、小田市街地浸水対策、宇内ホタ
ル公園・亀島キャンプ場のトイレ整備や井原消防署矢掛出張所の建替に伴う負担金支出などを行いました。
　一方、ソフト面では、将棋7大タイトルのひとつ「王将戦」の誘致、国道486号線沿いに整備される予定の
「道の駅」基本構想策定などの観光施策のほか、定住促進・子育て支援策として定住促進助成や空き家改修補助
とともに、従来のリフォーム補助、誕生祝金、子ども医療費助成について内容を拡充して実施しました。
　上記のほかにも、従来からの取り組みとして、生活環境基盤整備や各種福祉、教育、地域振興、防災施策な
ど、住民生活に直結した幅広くきめ細やかな諸施策を展開し、「やさしさにあふれ　かいてきで　げんきなまち
づくり」を目指しました。

総 額

特別会計・企業会計の状況 介護保険会計

使用料
1億7,283
　　　万円

その他
1億1,602万円

施設管理費
1億4,348万円

国県支出金
2億1,150万円
国県支出金

2億1,150万円

町　債
3億5,530万円

町　債
3億5,530万円

繰入金
4億8,930万円

繰入金
4億8,930万円

歳出歳入

施設整備費
6億1,053万円
施設整備費

6億1,053万円

公債費
5億2,787万円

公債費
5億2,787万円

下水道事業
（農集排会計＋公共下水会計）

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療  
農業集落排水事業 
公共下水道事業  
住宅新築資金等貸付事業
地域開発事業  
美川財産区  
東三成財産区  
横谷財産区  
山田財産区  
里山田財産区  
南山田財産区  
中財産区  
川面財産区  
宇内財産区  
西川面上財産区  
西川面下財産区  
中川財産区  
小田財産区  

特別会計合計



積立金の内訳
79億5,375万円

文教福祉施設
整備基金
　6億671万円
　（7.6％）

文教福祉施設
整備基金
　6億671万円
　（7.6％）

文教福祉施設
整備基金
　6億671万円
　（7.6％）

財政調整基金
34億1,764万円
（43.0％）

財政調整基金
34億1,764万円
（43.0％）

財政調整基金
34億1,764万円
（43.0％）

賑わいのまち
づくり基金
5億円（6.3％）

賑わいのまち
づくり基金
5億円（6.3％）

賑わいのまち
づくり基金
5億円（6.3％）

減債基金
9億3,079万円
（11.7％）

減債基金
9億3,079万円
（11.7％）

減債基金
9億3,079万円
（11.7％）

こどもみらい基金
5億円（6.3％）
こどもみらい基金
5億円（6.3％）
こどもみらい基金
5億円（6.3％）

その他特定目的基金
13億2,471万円
（16.7％）

その他特定目的基金
13億2,471万円
（16.7％）

その他特定目的基金
13億2,471万円
（16.7％）

定額運用基金
1億7,000万円
（2.1％）

地域福祉基金
5億390万円
（6.3％）

地域福祉基金
5億390万円
（6.3％）

地域福祉基金
5億390万円
（6.3％）

土木債
28億7,445万円
（32.7％）

土木債
28億7,445万円
（32.7％）

土木債
28億7,445万円
（32.7％）

教育債
8億5,253万円
（9.7％）

教育債
8億5,253万円
（9.7％）

教育債
8億5,253万円
（9.7％）

農林水産債
3億2,621万円（3.7％）

民生債
2億4,645万円
（2.8％） 消防債

5億4,469万円
（6.2％）

その他
8億2,368万円
（9.4％）

臨時財政対策債等
31億3,284万円
（35.6％）

臨時財政対策債等
31億3,284万円
（35.6％）

臨時財政対策債等
31億3,284万円
（35.6％）

88億85万円
借入金の内訳
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（億円） 借入金・積立金の推移

借入金（地方債）残高 積立金借入金のうち、交付税等で措置される額

通常

の
地
方
債（
過
疎債等含む）

特別

の
地
方
債

　
※
3

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

実質借入金

一般会計の借入金・積立金の内訳

※�1　借入金のうち、返済するときに国からの地方交付税として将来的な交付が見込まれているものです。
※�2　過疎債・辺地債は元利償還金のそれぞれ70％と 80％が地方交付税で財源措置される有利な借入です。

会　計　名 借　入　金
A

実質借入金
A－B

積　立　金
（企業会計は留保資金等）うち交付税措置等 ※1

B

一 般 会 計
（下段はうち過疎・辺地債※2）

88億�����85万円 65億 3,863万円 22億 6,222万円 79億 5,375万円35億 4,489万円 24億 9,157万円 10億 5,332万円

特
　別
　会
　計

国民健康保険 1億�����54万円
介護保険 6,040万円
農業集落排水事業 21億���869万円 12億 5,428万円 8億 5,441万円 9億 3,953万円公共下水道事業 69億 6,041万円 35億 8,274万円 33億 7,767万円
住宅新築資金等貸付事業 237万円 214万円 23万円

特別会計　計 90億 7,146万円 48億 3,916万円 42億 3,230万円 11億�����47万円

企
業
会
計

病　　院 17億���430万円 7億 2,143万円 9億 8,287万円 19億���873万円
介護老人保健施設 3億 2,507万円 3億 2,507万円 7億 3,817万円
水　　道 17億 7,663万円 7,152万円 17億���511万円 8億 6,894万円

企業会計　計 38億���600万円 7億 9,295万円 30億 1,305万円 35億 1,583万円

平成28年度末の借入金・積立金の状況平成28年度末の借入金・積立金の状況平成28年度末の借入金・積立金の状況平成28年度末の借入金・積立金の状況

※3　特別の地方債は、返済時に全額交
付税等で財源が措置されるものです。

＊表示単位未満の端数処理により、合計等が一致しない場合があります。

水車の里フルーツトピア
（周辺駐車場整備等）　　　
　　　　　　　1,300万円

平
成
29
年
度

矢
掛
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
概
要
）

矢掛保育園屋根防水工事等
　 　　695万円

　平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
で
、
３
億
２
千
２
百
万
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
は
76
億
３
千
３
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、
生
前
、
町
の
文
化
振
興
な
ど
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ

き
、
平
成
28
年
９
月
に
逝
去
さ
れ
た
江
尻
文
惠
氏
の
ご
遺
志
に
基
づ
く
ご
寄
付
、
２
千
７

百
46
万
４
千
円
を
江
尻
基
金
に
積
み
立
て
る
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
他
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

指定ごみ袋種類追加等
　 409万円

　矢掛町指定ごみ袋に「可燃ごみ袋10
Ｌ」、「不燃ごみ袋 15Ｌ」が追加。平成
30年早々に販売を予定しています。

　老朽化に伴い、矢掛保育園の屋根防
水工事を行い、子どもたちが安心かつ
快適に過ごせる環境づくりを行います。

井原鉄道矢掛駅舎内部改装
　
　　　　　　　1,200万円
　現在の井原鉄道矢掛駅舎内を改修し、
土産物コーナー、喫茶コーナーを設置予
定。矢掛の玄関口を整備します。

　当初予定の大規模改修に加えて、周辺
駐車場等の整備を行い、観光拠点として
の機能強化を図ります。

平成28年度決算に基づく矢掛町の財政健全化判断比率・資金不足比率平成28年度決算に基づく矢掛町の財政健全化判断比率・資金不足比率

※借入金の返済額及びこれに準じる額の大き
さを指標化し、資金繰りの危険度を示します。
この数値が25％を超えると黄信号である「財
政健全化団体」に、35％を超えると破たん状
態である「財政再生団体」となります。

☆実質赤字比率
赤字なし

☆実質公債費比率　7.9％

☆連結実質赤字比率
赤字なし

☆将来負担比率
将来負担なし

☆公営企業に係る資金不足比率
資金不足額なし

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、地方公共団体の財政状況を判断するために設けられた
健全化判断比率・資金不足比率をお知らせします。各比率が一定の基準を超えた団体では、財政健全化計画又は
財政再生計画の策定、公営企業会計においては経営健全化計画の策定などが義務付けられます。
　矢掛町の平成 28年度の健全化判断比率・資金不足比率は以下のとおりです。いずれも、財政状態の危険度の基
準である早期健全化基準・財政再生基準を大幅に下回っており、財政状態は健全であるといえます。

健全団体 財政健全化団体 財政再生団体
0%
 

15%
 

20%
 健全団体 財政健全化団体 財政再生団体
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20%
 

30%
 

矢掛町

健全団体 財政健全化団体 財政再生団体
0%  25%  35%  

財政健全化団体健全団体
0%  350%  

健全団体 財政健全化団体
0%  20%  

特小特小

可燃ごみ袋 10L 不燃ごみ袋 15L
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水車の里フルーツトピア
（周辺駐車場整備等）　　　
　　　　　　　1,300万円

平
成
29
年
度

矢
掛
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
概
要
）

矢掛保育園屋根防水工事等
　 　　695万円

　平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
で
、
３
億
２
千
２
百
万
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
は
76
億
３
千
３
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、
生
前
、
町
の
文
化
振
興
な
ど
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ

き
、
平
成
28
年
９
月
に
逝
去
さ
れ
た
江
尻
文
惠
氏
の
ご
遺
志
に
基
づ
く
ご
寄
付
、
２
千
７

百
46
万
４
千
円
を
江
尻
基
金
に
積
み
立
て
る
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
他
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

指定ごみ袋種類追加等
　 409万円

　矢掛町指定ごみ袋に「可燃ごみ袋10
Ｌ」、「不燃ごみ袋 15Ｌ」が追加。平成
30年早々に販売を予定しています。

　老朽化に伴い、矢掛保育園の屋根防
水工事を行い、子どもたちが安心かつ
快適に過ごせる環境づくりを行います。

井原鉄道矢掛駅舎内部改装
　
　　　　　　　1,200万円
　現在の井原鉄道矢掛駅舎内を改修し、
土産物コーナー、喫茶コーナーを設置予
定。矢掛の玄関口を整備します。

　当初予定の大規模改修に加えて、周辺
駐車場等の整備を行い、観光拠点として
の機能強化を図ります。

平成28年度決算に基づく矢掛町の財政健全化判断比率・資金不足比率平成28年度決算に基づく矢掛町の財政健全化判断比率・資金不足比率

※借入金の返済額及びこれに準じる額の大き
さを指標化し、資金繰りの危険度を示します。
この数値が25％を超えると黄信号である「財
政健全化団体」に、35％を超えると破たん状
態である「財政再生団体」となります。

☆実質赤字比率
赤字なし

☆実質公債費比率　7.9％

☆連結実質赤字比率
赤字なし

☆将来負担比率
将来負担なし

☆公営企業に係る資金不足比率
資金不足額なし

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、地方公共団体の財政状況を判断するために設けられた
健全化判断比率・資金不足比率をお知らせします。各比率が一定の基準を超えた団体では、財政健全化計画又は
財政再生計画の策定、公営企業会計においては経営健全化計画の策定などが義務付けられます。
　矢掛町の平成 28年度の健全化判断比率・資金不足比率は以下のとおりです。いずれも、財政状態の危険度の基
準である早期健全化基準・財政再生基準を大幅に下回っており、財政状態は健全であるといえます。

健全団体 財政健全化団体 財政再生団体
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0%  25%  35%  

財政健全化団体健全団体
0%  350%  
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0%  20%  

特小特小

可燃ごみ袋 10L 不燃ごみ袋 15L
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　　自己検診をしてみましょう！
＜入浴時に＞
※石鹸がついた手で行うと、乳房の状態がよくわか
ります。
•４本の指を揃えて「の」の字を書くように指を動
かす。
•脇の下から乳首まで、しこり等がないかチェック
する。
•乳首から分泌物が出ていないか調べる。
＜鏡の前で＞
•腕を高く上げて、左右の違い・ひきつれ・くぼみ
等がないかチェックする。

■問 保健福祉課健康管理センター  ☎（82）1013  有線　9630

ピンクリボンご存知ですか？　ピンクリボン
10月は乳がん月間です

11月の健康カレンダー
健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

30日㈭
すこやか育児学級
対象：4～7か月児
※集合場所：子育てひろば かがやき
（矢掛病院北側たかつま荘の一室）

受付：午前10時～10時10分
開催：午前10時10分～11時30分頃

（集合時間）午前9時

開催：午前9時～午後 1時

受付：午後0時30分～1時
開催：午後1時～  1日㈬ 3歳児健康診査

受付：午前9時～11時
開催：午前 9時～12時15日㈬ 育児相談

受付：午前9時30分～午後0時 30分
　　　 午後1時 30分～午後3時 30分28日㈫ 定期献血

受付：午後1時～1時 30分
開催：午後1時 30分～2時 30分  2日㈭ 特定保健指導・アクアビクス

参加費：200円
※集合場所：B&G海洋センター

  8日㈬

16日㈭

ウォーキングサロン
（自然たんのうコース）
※集合場所：井原線矢掛駅

栄養改善教室

と　き 受　　　付 内　　　容

休日当番医

  3日㈮/㈷
  5日㈰
12日㈰

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(82)１３２６矢　掛　病　院

23日㈭/㈷ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
26日㈰ ☎(82)３０７０おぐら整形外科医院

19日㈰ ☎(82)０２０２山 縣 内 科 医 院

☎(82)１０５０小　塚　医　院
☎(84)０００１あゆみクリニック

と　　き 病　　　院　　　名

と　き と こ ろ と　き と こ ろ
ミニお達者教室

  1日㈬　中川町民会館
  8日㈬　三谷コミュニティセンター
10日㈮　美川生活改善センター
15日㈬　矢 掛 会 館

17日㈮　こうど会館
22日㈬　鵜 江 会 館
24日㈮　山 田 会 館

※時間はいずれも午後2時～3時。
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永
年
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続
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生
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・
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彰

社
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福
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関
係
功
労
者
表
彰

岡
山
県
知
事
表
彰

　
や
か
げ
要
約
筆
記

　
サ
ー
ク
ル

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰  

鈴
木
　
　
功 

氏

岡
山
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰山

邊
　
勝
彦 

氏

板
垣
　
敏
美 

氏

岡
山
県
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会
会
長
表
彰

髙
草
　
　
勇 

氏

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

谷
本
昭
一
郎 

氏

　
長
年
に
わ
た

り
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し

て
地
域
の
福
祉

向
上
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、矢
掛

町
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会  

出
原
武
重
会
長
、

幡
司
眞
弓
委
員

が
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
連

合
会
会
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
福
祉
分
野
に
貢
献
し
た
人
な
ど
を
表
彰
す

る
本
年
度
の
岡
山
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
で
、

次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

町
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

地 区
美　川
矢　掛
三　谷
山　田
川　面
中　川
小　田

と　き
10月25日㈬
10月27日㈮
10月31日㈫
11月   1日㈬
11月   2日㈭
11月   6日㈪
11月 10日㈮

と こ ろ
美川生活改善センター
矢 掛 会 館

三谷コミュニティセンター
山 田 会 館
鵜 江 会 館
中川町民会館
こうど会館

　
本
年
度
も
町
政

懇
談
会
（
各
地
区

自
治
協
議
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
各
地
区
の
会
場

は
以
下
の
と
お
り

で
す
の
で
、
皆
さ

ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

 

問 

町
民
課
住
民
環
境
係

　 

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

※時間はいずれも午後7時～9時。

出  原  武  重 氏幡  司  眞  弓 氏

　「ピンクリボン」は、乳がん予防の世界的キャンペーンのシンボルとなっています。乳がんで亡くなったアメ
リカの患者の家族が“悲しみが繰り返されないように”と願いを込めて作ったリボンが始まりです。
　乳がんの正しい知識や検診の重要性等を広め、乳がんによる悲しみから一人でも多くの人を守るための活動が
「ピンクリボン運動」です。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び

第
24
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

投
票
日
は
、10
月
22
日
㈰
午
前
７
時
〜
午
後
６
時
ま
で

　
今
回
の
選
挙
は
、
今
後
の
日
本
の
行
方
を
方
向
づ
け
る
と
て
も
重
要
な
選
挙
で
す
。
選
挙
は
、

私
た
ち
の
声
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
と
て
も
大
切
な
機
会
で
す
。

　
投
票
日
に
は
入
場
券
を
持
っ
て
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

矢
掛
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
30
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
保
健
師
】（
正
職
員
）
若
干
名

●
応
募
資
格
　
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
免
許
を
取
得
ま
た
は
平
成

　
　
　
　
　
　
29
年
度
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

●
応
募
方
法
　
指
定
様
式
の
受
験
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
総
務
企
画
課
へ
お
申
し
込
み

　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
　
11
月
17
日
㈮
必
着

●
試 

験 

日
　
一
次
試
験
（
筆
記
）
12
月
３
日
㈰

　※

一
次
試
験
合
格
者
を
対
象
に
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

 

問 

総
務
企
画
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

　
投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
。

●
仕
事
や
冠
婚
葬
祭

●
レ
ジ
ャ
ー
や
旅
行
な
ど

●
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど

期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
・
場
所

　
期
　
間
：
10
月
21
日
㈯
ま
で

　
時
　
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　
場
　
所
：
矢
掛
町
役
場 

３
階
大
会
議
室

　
持
参
す
る
も
の
：
入
場
券

　※

入
場
券
を
紛
失
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
投
票
は
で
き
ま
す
。

　※

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
車
イ
ス
ご
使
用
の
方
も
お
気
軽
に
。

 

問 

町
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎（
82
）１
１
１
９
　
有
線
０
６
０
１

期
日
前
投
票

矢掛投票区

美川投票区

三谷投票区

山田投票区

川面投票区

中川投票区

小田投票区

農村環境改善センター

美川生活改善センター

三谷コミュニティセンター

山 田 会 館

鵜 江 会 館

中川町民会館

こうど会館

投 票 場 所

　　乳がんってどんな病気？
　　母乳をつくるところ（小葉組織）や母乳を乳首ま
で運ぶ管（乳管組織）から発生する悪性腫瘍です。
20 歳過ぎからかかる人が増え、40 歳代から 50 歳
代がピークとなります。女性がかかるがん第１位で、
11人に１人が乳がんになると言われています。

　　乳がんは自分で発見できる！
　　乳房を定期的に自分でチェックすることで、早期
発見・早期治療につながり、その後の暮らしにも影
響を与えます。月１回は自己チェックを心がけま
しょう。

　　気になるしこりや変化を見つけたら、乳腺専門の
医療機関を受診しましょう。また、マンモグラフィ
や超音波検査などの検診を受けることも早期発見に
有効です。

代表  田  尻  文  子 氏
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　　自己検診をしてみましょう！
＜入浴時に＞
※石鹸がついた手で行うと、乳房の状態がよくわか
ります。
•４本の指を揃えて「の」の字を書くように指を動
かす。
•脇の下から乳首まで、しこり等がないかチェック
する。
•乳首から分泌物が出ていないか調べる。
＜鏡の前で＞
•腕を高く上げて、左右の違い・ひきつれ・くぼみ
等がないかチェックする。

■問 保健福祉課健康管理センター  ☎（82）1013  有線　9630

ピンクリボンご存知ですか？　ピンクリボン
10月は乳がん月間です

11月の健康カレンダー
健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

30日㈭
すこやか育児学級
対象：4～7か月児
※集合場所：子育てひろば かがやき
（矢掛病院北側たかつま荘の一室）

受付：午前10時～10時10分
開催：午前10時10分～11時30分頃

（集合時間）午前9時

開催：午前9時～午後 1時

受付：午後0時30分～1時
開催：午後1時～  1日㈬ 3歳児健康診査

受付：午前9時～11時
開催：午前 9時～12時15日㈬ 育児相談

受付：午前9時30分～午後0時 30分
　　　 午後1時 30分～午後3時 30分28日㈫ 定期献血

受付：午後1時～1時 30分
開催：午後1時 30分～2時 30分  2日㈭ 特定保健指導・アクアビクス

参加費：200円
※集合場所：B&G海洋センター

  8日㈬

16日㈭

ウォーキングサロン
（自然たんのうコース）
※集合場所：井原線矢掛駅

栄養改善教室

と　き 受　　　付 内　　　容

休日当番医

  3日㈮/㈷
  5日㈰
12日㈰

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(82)１３２６矢　掛　病　院

23日㈭/㈷ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
26日㈰ ☎(82)３０７０おぐら整形外科医院

19日㈰ ☎(82)０２０２山 縣 内 科 医 院

☎(82)１０５０小　塚　医　院
☎(84)０００１あゆみクリニック

と　　き 病　　　院　　　名

と　き と こ ろ と　き と こ ろ
ミニお達者教室

  1日㈬　中川町民会館
  8日㈬　三谷コミュニティセンター
10日㈮　美川生活改善センター
15日㈬　矢 掛 会 館

17日㈮　こうど会館
22日㈬　鵜 江 会 館
24日㈮　山 田 会 館

※時間はいずれも午後2時～3時。

Health  Calendar　NovemberHealth  Calendar　November

永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰

社
会
福
祉
関
係
功
労
者
表
彰

岡
山
県
知
事
表
彰

　
や
か
げ
要
約
筆
記

　
サ
ー
ク
ル

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰  

鈴
木
　
　
功 

氏

岡
山
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰山

邊
　
勝
彦 

氏

板
垣
　
敏
美 

氏

岡
山
県
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会
会
長
表
彰

髙
草
　
　
勇 

氏

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

谷
本
昭
一
郎 

氏

　
長
年
に
わ
た

り
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し

て
地
域
の
福
祉

向
上
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、矢
掛

町
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会  

出
原
武
重
会
長
、

幡
司
眞
弓
委
員

が
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
連

合
会
会
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
福
祉
分
野
に
貢
献
し
た
人
な
ど
を
表
彰
す

る
本
年
度
の
岡
山
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
で
、

次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

町
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

地 区
美　川
矢　掛
三　谷
山　田
川　面
中　川
小　田

と　き
10月25日㈬
10月27日㈮
10月31日㈫
11月   1日㈬
11月   2日㈭
11月   6日㈪
11月 10日㈮

と こ ろ
美川生活改善センター
矢 掛 会 館

三谷コミュニティセンター
山 田 会 館
鵜 江 会 館
中川町民会館
こうど会館

　
本
年
度
も
町
政

懇
談
会
（
各
地
区

自
治
協
議
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
各
地
区
の
会
場

は
以
下
の
と
お
り

で
す
の
で
、
皆
さ

ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

 

問 

町
民
課
住
民
環
境
係

　 

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

※時間はいずれも午後7時～9時。

出  原  武  重 氏幡  司  眞  弓 氏

　「ピンクリボン」は、乳がん予防の世界的キャンペーンのシンボルとなっています。乳がんで亡くなったアメ
リカの患者の家族が“悲しみが繰り返されないように”と願いを込めて作ったリボンが始まりです。
　乳がんの正しい知識や検診の重要性等を広め、乳がんによる悲しみから一人でも多くの人を守るための活動が
「ピンクリボン運動」です。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び

第
24
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

投
票
日
は
、10
月
22
日
㈰
午
前
７
時
〜
午
後
６
時
ま
で

　
今
回
の
選
挙
は
、
今
後
の
日
本
の
行
方
を
方
向
づ
け
る
と
て
も
重
要
な
選
挙
で
す
。
選
挙
は
、

私
た
ち
の
声
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
と
て
も
大
切
な
機
会
で
す
。

　
投
票
日
に
は
入
場
券
を
持
っ
て
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

矢
掛
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
30
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
保
健
師
】（
正
職
員
）
若
干
名

●
応
募
資
格
　
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
免
許
を
取
得
ま
た
は
平
成

　
　
　
　
　
　
29
年
度
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

●
応
募
方
法
　
指
定
様
式
の
受
験
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
総
務
企
画
課
へ
お
申
し
込
み

　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
　
11
月
17
日
㈮
必
着

●
試 

験 

日
　
一
次
試
験
（
筆
記
）
12
月
３
日
㈰

　※

一
次
試
験
合
格
者
を
対
象
に
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

 

問 

総
務
企
画
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

　
投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
。

●
仕
事
や
冠
婚
葬
祭

●
レ
ジ
ャ
ー
や
旅
行
な
ど

●
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど

期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
・
場
所

　
期
　
間
：
10
月
21
日
㈯
ま
で

　
時
　
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　
場
　
所
：
矢
掛
町
役
場 

３
階
大
会
議
室

　
持
参
す
る
も
の
：
入
場
券

　※

入
場
券
を
紛
失
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
投
票
は
で
き
ま
す
。

　※

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
車
イ
ス
ご
使
用
の
方
も
お
気
軽
に
。

 

問 

町
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎（
82
）１
１
１
９
　
有
線
０
６
０
１

期
日
前
投
票

矢掛投票区

美川投票区

三谷投票区

山田投票区

川面投票区

中川投票区

小田投票区

農村環境改善センター

美川生活改善センター

三谷コミュニティセンター

山 田 会 館

鵜 江 会 館

中川町民会館

こうど会館

投 票 場 所

　　乳がんってどんな病気？
　　母乳をつくるところ（小葉組織）や母乳を乳首ま
で運ぶ管（乳管組織）から発生する悪性腫瘍です。
20 歳過ぎからかかる人が増え、40 歳代から 50 歳
代がピークとなります。女性がかかるがん第１位で、
11人に１人が乳がんになると言われています。

　　乳がんは自分で発見できる！
　　乳房を定期的に自分でチェックすることで、早期
発見・早期治療につながり、その後の暮らしにも影
響を与えます。月１回は自己チェックを心がけま
しょう。
　　気になるしこりや変化を見つけたら、乳腺専門の
医療機関を受診しましょう。また、マンモグラフィ
や超音波検査などの検診を受けることも早期発見に
有効です。

代表  田  尻  文  子 氏

7 平成29年10月号
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い
た
学
習
環
境
の
確
保
と
授
業
改
善
、
基
礎
の
徹

底
等
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
小
学
校
で
は
、
ど
の

問
題
で
も
全
国
や
県
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。
全
国
調
査
（
小
学
６
年
生
）
で
は
す
べ
て

の
教
科・科
目
で
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
り（
表

１
）、こ
こ
４
年
間
上
昇
し
続
け
て
い
ま
す（
表
２
）。

県
調
査
（
小
学
３
〜
５
年
生
）
で
も
、
全
て
の
学

年・科
目
で
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す（
表
３
）。

中
学
校
に
つ
い
て
は
町
内
１
校
の
た
め
町
教
育
委

員
会
に
よ
る
公
表
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
課
題
と
し

て
い
た
無
回
答
率
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
中
学
校

を
含
む
各
校
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
各
校
か
ら
児

童
生
徒
・
保
護
者
に
対
し
て
説
明
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
授
業
改
善
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
を
活
用

学
力
・
学
習
状
況
調
査
等
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

や
か
げ
っ
子
の 

知
・
徳
・
体

（
平
成
29
年
度
岡
山
県
お
よ
び
全
国
学

力
調
査
結
果
よ
り
）

　

学
習
規
律
の
徹
底
に
よ
る
落
ち
着

し
た
わ
か
る
授
業
）
や
言
語
活
動
の
充
実
（
書
く

活
動
や
ペ
ア・グ
ル
ー
プ
学
習
の
工
夫
）、基
礎（
ド

リ
ル
学
習
や
補
充
学
習
）
の
徹
底
を
継
続
し
て
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
力
と
の
相
関
関
係
が
大
き
い
家
庭
学

習
に
つ
い
て
は
、
小
学
生
で
は
平
日
・
休
日
と
も
、

１
時
間
以
上
学
習
す
る
割
合
が
全
国
や
県
よ
り
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
は
前
年
度
よ
り
学
習

時
間
が
増
え
、
特
に
休
日
１
時
間
以
上
学
習
す
る

割
合
は
全
国
や
県
よ
り
高
く
な
り
ま
し
た
（
表

４
）。
ま
た
小
・
中
学
校
と
も
家
庭
学
習
に
主
体

的
に
取
り
組
む
様
子
が
伺
え
ま
す
（
表
５
）。

　
今
後
も
町
全
体
で
「
家
庭
学
習
強
化
期
間
」
を

設
定
す
る
取
り
組
み
等
を
継
続
し
、
宿
題
や
自
主

学
習
の
内
容
も
見
直
し
な
が
ら
、
小
学
校
と
中
学

校
が
連
携
し
て
子
ど
も
た
ち
に
望
ま
し
い
家
庭
学

習
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
取
り
組
み
を
継
続
し

ま
す
。
ご
家
庭
で
も
各
校
の
「
家
庭
学
習
の
手
引

き
」
を
参
考
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

75
58

79

46

75
58

79

46

77
58

83

50

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

Ｈ29全国学力調査　平均正答率
全国 岡山県 矢掛町

小学６年生

【表1】

「自分で計画をたてて学習をしている」
肯定的回答

【表5】

40

60

80

100

120

140

矢掛町 岡山県 矢掛町 岡山県

中３小６

全国
平均

岡山県 矢掛町

全国調査  合計正答率の推移（小学6年生）
【表2】

※全国平均を100としたとき
H26 H27 H28 H29

100.0｠
102.0｠

106.0｠
108.0｠
110.0｠

90.0｠
92.0｠
94.0｠
96.0｠
98.0｠
100.0｠
102.0｠
104.0

全国
平均

休日の学習時間（中学3年生）【表4】

1時間未満
全くしない

3時間以上
2～3時間
1～2時間

H28矢掛町

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

H29矢掛町

岡  山  県

全    　国

H29 岡山県実力調査結果【表3】

※全国平均を100として

矢掛町
岡山県

小3国語

小3算数

小4国語小5国語

小5算数

小4算数

70.0｠
80.0｠

100.0｠
110.0｠

90.0｠

知

「自分には良いところがある」肯定的回答
【表6】

小５

小６

中１中２

中３

中１中２ 矢掛町
岡山県

40.0｠
50.0｠
60.0｠
70.0｠
80.0｠
90.0｠

活
習
慣
や
読
書
習
慣
等
を
見
て
み
る
と
、
小
・

中
学
生
と
も
、
朝
食
・
就
寝
・
読
書
等
は
全
国

平
均
並
み
で
、
あ
い
さ
つ
や
規
範
意
識
等
は
全

国
よ
り
身
に
付
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
己
肯

（
平
成
29
年
度
岡
山
県
お
よ
び
全
国

学
習
状
況
調
査
質
問
紙
よ
り
）

　
学
習
状
況
調
査
の
質
問
紙
か
ら
生

徳
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0

第１学年

男
　
　
　子

女
　
　
　子

第２学年

第３学年

第４学年

第５学年

第６学年

第１学年

第２学年

第３学年

第４学年

第５学年

第６学年

20.0 40.0 60.0 80.0 （点）

矢掛町
（H29）
岡山県
（H28）
全　国
（H27）

小学生の新体力テストの合計点【表10】

0

第１学年
男
　
　
　子

女
　
　
　子

第２学年

第３学年

第１学年

第２学年

第３学年

20.0 40.0 60.0 80.0（点）

矢掛町
（H29）
岡山県
（H28）
全　国
（H27）

中学生の新体力テストの合計点【表11】

※岡山県や全国の平均値は、まだ公表されていないため、
　岡山県は平成28年度、全国は平成27年度の平均値。

【新体力テストの測定種目】
握力・上体起こし・長座体前屈・50ｍ走・反復横跳び・
20ｍシャトルラン・立ち幅跳び・ソフトボール投げ

実
施
し
た
新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果（
表

10
・
表
11
）
を
見
る
と
、
矢
掛
町
の

子
ど
も
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
年・

男
女
で
、
新
体
力
テ
ス
ト
の
合
計
点

が
全
国
や
県
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
体
育
の
授
業
だ
け
で

な
く
、
学
校
生
活
全
体
の
中
で
体
力

を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

■問 

教
育
委
員
会
教
育
課
学
校
教
育
係

　

  

☎（
82
）２
１
０
０

　

  

有
線
０
６
２
１

（
平
成
29
年
度
の
新
体
力

テ
ス
ト
よ
り
）

　
今
年
１
学
期
に
各
校
で

体

定
感
は
多
く
の
学
年
で
県
平
均
よ
り
高
く
な
っ

て
い
ま
す
（
表
６
）。
こ
れ
は
、
小
学
生
や
中

学
生
が
学
校
だ
け
で
な
く
地
域
の
中
で
活
躍
す

る
場
面
が
多
い
矢
掛
町
の
特
長
も
要
因
の
ひ
と

つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
つ
い
て
は
、
小
学
生
で
や
や
県
平
均
を

下
回
っ
て
お
り
（
表
７
）、
今
後
も
合
同
授
業

や
交
流
学
習
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
に
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
人
と
交
流
で
き
る
力
を
育
て
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
平
日
の
ゲ
ー
ム
時
間
（
表
８
）
は
小・

中
学
生
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、
携
帯
電
話
等

の
使
用
時
間
（
表
９
）
に
つ
い
て
は
、
小
・
中

学
生
と
も
に
１
時
間
以
上
利
用
者
は
減
っ
た
も

の
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
（
３
時
間
以
上
利
用
者
）

の
割
合
が
多
い
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。
今

後
も
ゲ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話

等
の
メ
デ
ィ
ア
時
間
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
や
保
護

者
に
対
し
て
、
便
利
さ
だ
け
で
な
く
危
険
性
に

つ
い
て
も
知
ら
せ
る
学
習
会
を
実
施
し
、
家
庭

や
地
域
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に

望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
取
り
組
み

を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

コミュニケーション活動への肯定的回答【表7】

矢掛町
岡山県

40.0｠
50.0｠

70.0｠
80.0｠
90.0｠

小５

小６

中１中２

中３ 60.0｠

平日の携帯・スマホ使用時間（中学3年生）【表9】

1時間未満
携帯・スマホを持って
いない

3時間以上
2～3時間未満
1～2時間未満

H28矢掛町

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

H29矢掛町

H29岡山県

H29全　国

平日のゲーム時間（小学6年生）【表8】

1時間未満
全くしない

3時間以上
2～3時間
1～2時間

H28矢掛町

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

H29矢掛町

H29岡山県
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防災キャンプ、災害に備えできること
　９月８～９日、中川小学校で中川地区自治協議会
主催の「矢掛町防災キャンプ」が開催され、中川小
４～６年生の児童と保護者、地域住民ら約70人が
参加し、避難所生活を模擬体験しました。災害ダイ
ヤルの使い方や段ボールでプライバシーを確保でき
る就寝スペース作り、土のうの作り方や炊き出し体
験を行いました。
　防災キャンプは平成23年の東日本大震災を受け、
平成24年度から町内の７地区を対象に毎年１地区
ずつ開催しています。

まちのわだい

　９月30日、やかげ文化センターで「加藤登紀子
コンサート」が開催されました。
　この日は会場いっぱいに多くの来場者が訪れ、
「百万本のバラ」や「時には昔の話を」、「ひとり寝
の子守唄」など自身の名曲とともに、シャンソンの
名曲を熱唱。詰めかけたファンと握手をしたり、ト
ークを交わしながら終始和やかなムードの中、約
730人の来場者はしっとりとした加藤さんの歌声
に酔いしれました。

往年の名曲に、酔いしれる

↑ギター片手に歌い上げる加藤さん。

琉球の伝統芸能、「組踊」を観賞
　９月９日、やかげ文化センターで「組踊特別鑑賞
会」が開催されました。
　組踊は、昭和47年に国指定重要無形文化財への
指定を受け、さらに平成22年にはユネスコ無形文
化遺産として登録を受けました。しかし、組踊を沖
縄県以外で観賞する機会が少なく、国民に知られて
いない現状があることなどから、文化庁補助事業と
して「重要無形文化財等公開事業」の一環で各地で
開催されています。
　この日は、一部で琉球舞踊、二部で組踊「執心鐘
入」を披露しました。

↑組踊「執心鐘入」の一コマ。

↑段ボールで就寝スペースを
　作る参加者。
　　　　 簡易担架を作って体験。→

↑やかっぴーに扮して会場を盛り上げる出演者たち。

障がいへの理解深めて、福祉まつり
　９月 16日、「第７回ふれあい福祉まつり」が農
村環境改善センターで開催されました。
　これは、町内の障害者就労支援施設をはじめ、手
話、点訳、要約筆記、朗読といったボランティアな
ど計11団体がブースを設置。活動、障がいについ
てパネルなどで説明したほか、手作りのケーキやク
ッキー、野菜などを販売しました。
　ステージイベントや体験コーナーもあり、来場者
は障がいについて理解を深めました。



ちびっこまつり、秋空の下大盛り上がり

旬の味覚や音楽を楽しむ、フェスティバル

　10月９日、町総合運動公園で「ちびっこまつり」
が開催されました。
　このイベントは、町子育て支援センターとNPO
法人ゆめ21やかげが共同で企画したもので、本陣
ドームでは、やかっぴーによるステージイベントや
ハロウィン仮装コンテスト、「ロケットくれよん」
による歌と踊りのステージが行われました。
　また、遊のおかではふわふわ遊具やミニ動物園、
テント村等さまざまな催しがあり、訪れた1,000人
をこえる親子は大いに楽しんでいました。

　９月９日、水車の里フルーツトピアで「フルーツ
フェスティバル」が開催されました。
　この日は、住民有志らが復活させた「備中本陣太
鼓」の勇壮な演奏で開幕。ジャズバンドの息のあっ
た演奏や迫力ある子ども神楽に観客は魅了されまし
た。
　また、会場では旬のフルーツの販売や出店もあり、
来場者は味見をしながら品定めをしていました。

　第30回全日本マーチン
グコンテスト中国大会
（10/8 広島県）に出場。
倉敷中央高校3年 森

もりわき

脇朱
あ か ね

音
さん（矢掛）。

　健全な水循環、資源・エ
ネルギー循環を創出する
「循環のみち下水道」のコ
ンセプトに基づく取り組み
に対し、当町の下水道事業
が優良事例として表彰を受
けました。

　フィギュアスケートで活
躍中の三

み や け

宅星
せ な

南選手（東川
面）にやかっぴーグッズの
ティッシュケース（非売品）
が贈呈されました。これは、
三宅選手のファンの方が大
会の際に使ってほしいと手
作りされたものです。

美川小児童、一人暮らしの高齢者を訪問

↑お年寄りに手紙入りの弁当を手渡す児童。

↑かわいい仮装でハイポーズ！
↑オープニングで披露された「備中本陣太鼓」。
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大舞台での活躍に期待

矢掛町が国土交通大臣賞「循環のみち下水道賞」を受賞

世界へ一緒に連れていって

　９月19日、美川小学校の児童が美川地区の一人
暮らしの高齢者宅を訪れ、弁当と手紙を手渡しまし
た。
　これは地域安全推進委員らでつくる「一人暮らし
の高齢者を守る会」が呼び掛け毎年実施しているも
ので、児童たちは下校時に一人暮らしの高齢者のお
宅を訪問。弁当は美川地区の栄養委員が調理した赤
飯で、児童らは「体に気をつけてください」などと
声をかけて弁当を手渡しました。
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Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室

高木聖鶴　追悼展　　会期/11月 29日（水）まで

図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　先日、矢掛の朝市でかわいい小物を見つけました。小
物を販売していたのは、図書館の利用者の方でした。お

話を聞くと「今までたくさんの小物を作ってきたんですが、図書館の本がとても役に立ち
ました。」と言ってくださいました。毎日の食事の献立、日々の暮らしの知恵、野菜の栽
培方法など図書館には生活に役立つ本が数多く揃っています。1冊の本が皆さんの未来を
開くかもしれません。是非お出かけください。

カウンターからの情景

町民ギャラリー

◆えかきや 出張アニメコレクション　　　10 月 20 日（金）～ 11 月 12 日（日）
アニメスタジオ「えかきや」の代表を務める小林美代子氏が所有するアニメーション作家直筆の色
紙や原画など、昭和から平成にかけて幅広い年代のコレクションを公開。

＊入場無料

川面川柳教室10周年を記念して
作成された句集です。
ぜひ、ご覧ください。

「 川柳教室10周年記念句集
　　　　　　　　ほ た る 」
　 　 　川面公民館川柳講座／発行

　矢掛町出身で詩人の佐藤勝太氏が詩集を発行する
度、図書館に詩集を寄贈してくださっています。
　今回はふるさと・矢掛を想い、詩を寄稿してくだ
さいましたので紹介させていただきます。

は休館日

11月の図書館カレンダー
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火水木金土月

10月の休館日
　23日（月）・30日（月）郷土に関すること

郷土にゆかりのある人の本

高木聖鶴「はるかすみ」平成 20年

11／１～11／30は矢掛町立図書館読書月間です。期間中はイベントを行いますのでお気軽にご参加ください。

図書館のイベント

※�日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

えいごであそぼう
◆と　き　11月 25日㈯　午前10時〜
◆ところ　やかげ文化センター　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※�先生の都合により日時が変更になる場合があります。

おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　10月28日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の

読み聞かせやエプロンシアター、おりがみ
教室など

朝一落語
◆と　き　11月11日㈯　午前9時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館
◆内　容　�車家化狐。さんによる楽しい落語

えかきや　代表　小林美代子
岡山市北区足守出身。手塚プロダクション、スタジオジブリなど大手アニメーション制作現場
で活躍。色彩設定を専門とし、「ポケットモンスター」「ハイキュー！！」「ジョジョの奇妙な冒険」
などさまざまなアニメーション制作に携わる。現在は岡山に U ターンし総社市の古民家にて、
アニメスタジオ「えかきや」をオープン。『半アニ半農』（半分アニメーション、半分農業）を
掲げて、アニメーション制作に携わりながら、地産地消活動などにも取り組んでいる。

くるくるアニメワークショップ
アニメの原理がわかる、
楽しい工作にチャレンジしよう！

【と き】10 月 29 日（日）午後13時30分～3時　【参加費】300 円
＊参加希望の方は、申込書と参加費をご持参のうえ美術館窓口にて
お申し込みください。（小学生対象　定員 20 名 先着順）
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★�対 象 者★　�町内在住で平成28年11月生まれのお子さん
★応募期限★　平成29年10月31日（火）必着
★�応募方法★　�写真に①住所②氏名（ふりがな）③性別④生年月日⑤電話番号⑥20字程度のメッセージを添えてご応募く

ださい。
★�応 募 先★　総務企画課秘書広報室　〒714−1297　（役場専用）矢掛町矢掛3018　☎（82）1010　有線�0522

満１歳のお祝いに写真を掲載しませんか？ 11 月生まれ募集中

�����おおひら�り��こ

大平莉子ちゃん（中）
（H28年 10月6日生まれ）
いっぱい笑って元気に大きく
なってね♡

我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday

　�つぼ��い��そう��ま

坪井奏真くん（東三成）
（H28年 10月27日生まれ）
まっすぐのびのび大きくなっ
てね♪

����ならさき�さ����な

楢崎紗菜ちゃん（矢掛）
（H28年 10月5日生まれ）
紗菜ちゃん☆菜緒・華菜姉ちゃ
んといつまでも仲良くね♡

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,451人（－11） 
　男　     6,929人（＋  2） 
　女　     7,522人（－13）
世帯数　  5,396世帯（＋  6）

平成29年10月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

相

　
　談

出
張
子
育
て
カ
レ
ッ
ジ

あ
つ
ま
れ
！！
　
備
中
キ
ッ
ズ

　
大
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・

運
営
す
る
子
育
て
応
援
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
ぜ
ひ
家
族
で
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。

◦
と
　き
　
11
月
11
日
㈯
　
午
前
10

時
～
11
時
45
分

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

★
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
（
ふ
く
ろ
ロ

ケ
ッ
ト
、　
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ア
ニ
マ

ル
な
ど
）
★
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
（
カ

プ
ラ
、
さ
か
な
つ
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、

昔
あ
そ
び
な
ど
）
★
リ
ズ
ム
体
操
や

手
遊
び
で
体
を
う
ご
か
そ
う
♪

★
育
児
相
談
コ
ー
ナ
ー
　（
助
産
師

　
栄
養
士
に
よ
る
）

◦
対

　象
　
主
に
就
学
前
の
子
ど
も

と
保
護
者

■問
備
中
県
民
局
健
康
福
祉
部
子
育
て

支
援
班

☎
０
８
６（
４
３
４
）７
０
２
３

　
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

１
～
３
月
の
お
達
者
教
室

参

加

者

募

集

　
矢
掛
町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に

い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
活
す
る
た
め

の
知
識
や
運
動
を
学
ぶ
「
お
達
者
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
室
に

参
加
し
て
、
介
護
予
防
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

◦
対
象
者
　
町
内
在
住
、
65
歳
以
上

で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

（
申
請
後
に
自
立
支
援
判
定
会
議
で

教
室
の
参
加
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。）

◦
と
こ
ろ
　
矢
掛
荘
、
長
楽
園
（
送

迎
・
食
事
あ
り
）

※
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◦
参
加
期
間
　
平
成
30
年
１
～
３
月

（
月
に
４
回
の
開
催
で
す
。）

◦
利
用
料
　
１
回
８
百
円

◦
申
込
期
間
　
11
月
15
日
㈬
ま
で

■問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健

福
祉
課
内
）

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
２

冬
季
（
１
～
３
月
）
水
泳
・

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
生
募
集

◦
対
　象
　
水
泳
・
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

を
習
い
た
い
人

◦
募
集
教
室
　
成
人（
男
・
女
）、
女

性
（
初
級・中
級
程
度
）、４
泳
法
（
４

泳
法
の
出
来
る
人
）、
子
ど
も
（
小

学
生
・
幼
児
・
ベ
ビ
ー
（
生
後
６
ヶ

月
～
３
歳
）、
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

◦
募
集
期
間
　
10
月
31
日
㈫
～
12
月

１
日
㈮
　
※
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
。

◦
受
講
料
　
小
人
　
３
千
５
百
円
　

　
大
人
　
５
千
５
百
円
（
ベ
ビ
ー
コ

ー
ス
は
大
人
料
金
）

※
町
外
者
は
、
募
集
期
間
、
受
講
料

が
町
内
者
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

働
き
た
い
15
～
39
歳
ま
で

の
人
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
愛
称
：
サ
ポ
ス
テ
）
は
、「
仕

事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ
と
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
」
15
～
39
歳
ま
で
の
若
者
の
皆

さ
ん
の「
働
き
出
す
力
」を
、
多
様
な

支
援
に
よ
り
引
き
出
す
場
所
で
す
。

　
そ
の
サ
ポ
ス
テ
が
、
月
１
回
矢
掛

町
役
場
へ
出
張
相
談
に
来
ま
す
。
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
若
者
の
皆
さ
ん
の
自

立
を
支
援
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
と

　き
　
11
月
８
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

イ
ベ
ン
ト

有料広告

※チケット取扱いは太陽美術館、やかげ文化センターまで

募

　
　集
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,451人（－11） 
　男　     6,929人（＋  2） 
　女　     7,522人（－13）
世帯数　  5,396世帯（＋  6）

平成29年10月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

◦
対
象
者
　
15
～
39
歳
ま
で
の
人
ま

た
は
そ
の
保
護
者

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
相
談
料
　
無
料
　
※
原
則
要
予
約

（
く
ら
し
き
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
　
☎
０
８
６（
４
３
０
）

５
６
０
２
）

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

法
務
局
の
常
設
相
談
日
に
つ
い
て

◦
と
　き
　
11
月
１
日
㈬
、８
日
㈬
、

15
日
㈬
、
22
日
㈬
、
29
日
㈬
　
午
前

９
時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

岡
山
県
司
法
書
士
会

無
料
法
律
相
談

◦
と
　き
　
11
月
18
日
㈯
　
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
相
談
内
容
　
登
記
全
般
、
成
年
後

見
、
自
己
破
産
、
悪
徳
商
法
、
貸
金

請
求
、
離
婚
、
賃
貸
借
な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
（
要
予
約
）

■問
原
田
宏
明
司
法
書
士
事
務
所

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
３
１

岡
山
弁
護
士
会
無
料
相
談
会

◦
と
　き
　
11
月
16
日
㈭
　
午
後
１

時
～
５
時
（
受
付
４
時
30
分
ま
で
）

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
　
健
康
管
理
室

◦
相
談
時
間
　
30
分

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
（
予
約
不

要
）

■問
岡
山
弁
護
士
会

☎
０
８
６（
２
２
３
）４
４
０
１

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　き
　
11
月
17
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど
　
※
相
談
無
料･

秘
密
厳
守（
予

約
不
要
）

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

小
田
地
区
家
庭
大
型
ご
み

収
集
を
実
施
し
ま
す

◦
と
　き
　
10
月
29
日
㈰
　
午
前
８

時
～
10
時

◦
と
こ
ろ
　
小
田
小
学
校
下
グ
ラ
ウ

ン
ド

・
回
収
可
能
な
も
の
：
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
、
扇
風
機
、
ス
ト
ー
ブ
等
の
家
電

製
品
、
金
属
家
具
や
自
転
車
（
タ
イ

ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
を
切
っ
た
も
の
）、

陶
磁
器
等

・
回
収
で
き
な
い
も
の
：
洗
濯
機
、

衣
類
乾
燥
機
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
木
製
家
具
や

段
ボ
ー
ル
等
の
可
燃
ご
み
等

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
助
成
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
重
症
化
防
止
の
た

め
、
予
防
接
種
費
の
一
部
助
成
を
行

い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
、
接

種
後
２
週
間
頃
か
ら
約
５
か
月
間
あ

り
ま
す
。
接
種
さ
れ
る
人
は
、
12
月

頃
ま
で
に
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

◦
助
成
対
象
期
間
　
10
月
１
日
㈰
～

平
成
30
年
１
月
31
日
㈬

◦
対
象
者

◦
接
種
日
に
矢
掛
町
に
住
民
票
の
あ

る
65
歳
以
上
の
人

◦
接
種
日
に
矢
掛
町
に
住
民
票
の
あ

る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
な
ど
に
重
い
病

気
の
あ
る
人
（
対
象
の
是
非
は
主
治

医
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

◦
自
己
負
担
額
　
１
千
５
百
円
（
接

種
時
に
病
院
の
窓
口
へ
お
支
払
く
だ

さ
い
。）

◦
実
施
医
療
機
関

◦
町
内
医
療
機
関

◦
岡
山
県
相
互
乗
り
入
れ
制
度
参
加

医
療
機
関

※
接
種
希
望
者
は
、
各
医
療
機
関
に

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
生
活
保
護
受
給
者
以
外
の
人
は
、

役
場
へ
の
事
前
申
請
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
助
成
の
お
知
ら
せ

　
矢
掛
町
で
は
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ

10月は「土地月間」です
　一定面積以上の土地の権利を売買などの契約で
取得した場合、国土利用計画法により、知事への
届出が必要です。

◦届出対象　�矢掛町内5,000㎡以上の土地の権利
を売買などの契約により取得した方

◦届出期限　�土地売買などの契約を結んだ日から、
契約日を含めて２週間以内

◦届 出 先　�総務企画課企画係
※届出用紙は、役場または備中県民局にあります。
また、岡山県ホームペー
ジからもダウンロードで
きます。届出をしなかっ
た場合、法律により罰せ
られることがありますの
で、必ず届出を行ってく
ださい。
■問�総務企画課企画係
　 ☎（82）1010
　 有線0521

有料広告

お
知
ら
せ
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介
護
者
の
つ
ど
い
「
み
ん
な
で

話
そ
う
！
介
護
の
あ
れ
こ
れ
」

　
日
頃
、
介
護
を
し
て
い
る
人
同
士

で
、
介
護
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な

想
い
を
思
う
存
分
話
し
て
も
ら
う
座

談
会
で
す
。
悩
み
、
や
り
が
い
、
工

夫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
介
護
者
同
士

で
日
頃
の
思
い
を
共
有
し
ま
せ
ん
か
。

◦
と
　き
　
12
月
１
日
㈮
　
午
前
10

時
～
11
時
40
分

◦
と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
保

健
指
導
室

◦
対
象
者
　
町
内
在
住
で
、
現
在
介

護
中
の
人

◦
参
加
費
　
無
料

◦
申
込
締
切
　
11
月
22
日
㈬

■問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健

福
祉
課
内
）

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
２

献
血
ご
協
力
の
お
願
い

　
今
回
は
、「
４
０
０
ml
献
血
」
の

み
実
施
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
献
血
可
能
な
年
齢
は
男
性
17
歳
以

上
、
女
性
18
歳
以
上
で
69
歳
ま
で
で

体
重
は
50
㎏
以
上
必
要
で
す
。

◦
と

　き
　
10
月
25
日
㈬
　
午
前
10

時
～
午
後
１
時

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

矢
掛
輸
送
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
本

堀
１
２
９
６
︱
１
）

■問
保
健
福
祉
課
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

狩
猟
期
間
の
お
し
ら
せ

　
11
月
15
日
㈬
か
ら
狩
猟
期
間
が
始

ま
り
ま
す
。
農
作
物
等
へ
の
被
害
防

止
を
目
的
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
と
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
限
っ
て
は
狩
猟
期
間
を

１
か
月
間
延
長
し
、
３
月
15
日
ま
で

と
し
て
い
ま
す
。
野
山
に
出
か
け
る

際
に
は
、
目
立
つ
色
の
服
装
を
心
が

け
る
な
ど
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
備
中
県
民
局
森
林
企
画
課

☎
０
８
６（
４
３
４
）７
０
５
２

農
作
業
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う

　
秋
の
農
繁
期
も
安
全
第
一
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
特
に
コ
ン
バ
イ
ン
で

の
作
業
中
の
転
落
・
横
転
・
巻
き
込

ま
れ
や
水
路
へ
の
転
落
等
に
も
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
道
路
を
走
る
時
は
機
械
の

足
回
り
な
ど
こ
ま
め
に
清
掃
を
し
ま

し
ょ
う
。
使
用
直
後
の
ト
ラ
ク
タ
ー

等
が
そ
の
ま
ま
道
路
を
走
る
と
道
路

に
泥
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

状
態
で
放
置
す
る
と
、
通
行
に
支
障

を
き
た
し
て
大
変
危
険
で
す
。
周
囲

へ
の
配
慮
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

矢
掛
町
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
の
指
定

　
矢
掛
町
で
は
、
平
成
29
年
９
月
６

日
付
け
で
、
次
の
と
お
り
事
業
者
を

新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。
工
事
な
ど

の
際
は
、
必
ず
町
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
へ
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

　指
定
番
号
１
５
７
　
株
式
会
社
井

原
工
務
店
（
井
原
市
）
☎（
62
）３
４

１
７

■問
上
下
水
道
課

☎（
82
）０
１
７
３
　
有
線
０
５
７
０

税
を
考
え
る
週
間

　
国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
～

17
日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し

て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
税

に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。

税
に
関
す
る
作
品
展
　

◦
と
　き
　
11
月
15
日
㈬
～
23
日
㈭

◦
と
こ
ろ
　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

■問
笠
岡
税
務
署

☎
０
８
６
５（
62
）３
１
１
１

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明
会

　
平
成
29
年
分
の
年
末
調
整
の
仕
方

お
よ
び
法
定
調
書
等
の
提
出
方
法
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
31
年
10
月
か
ら
「
酒

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用

を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。
接
種
を

希
望
す
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
医
に

相
談
の
上
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

し
て
町
内
各
医
療
機
関
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

◦
助
成
対
象
者
　
接
種
日
に
矢
掛
町

に
住
民
票
が
あ
り
、
１
歳
か
ら
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
（
高
校
３
年
生
相

当
）人
　
※
た
だ
し
、
婚
姻
し
て
い

る
人
、
社
会
保
険
被
保
険
者
は
除
く

◦
接
種
回
数

⑴
１
歳
以
上
小
学
校
６
年
生
ま
で
の

幼
児
童
：
１
年
度
内
に
２
回
ま
で
接

種⑵
中
学
校
１
年
生
以
上
高
校
３
年
生

相
当
の
人
：
１
年
度
内
に
１
回
ま
で

接
種

◦
接
種
額
　
１
人
１
回
に
つ
き
１
千

５
百
円
の
助
成

◦
実
施
医
療
機
関
　
町
内
各
医
療
機

関
（
※
助
成
対
象
は
町
内
の
各
医
療

機
関
に
限
る
）

◦
助
成
方
法

◦
町
内
の
各
医
療
機
関
に
各
自
予
約

を
し
て
接
種
す
る

◦
接
種
者
は
各
医
療
機
関
の
接
種
料

金
か
ら
１
千
５
百
円
を
引
い
た
金
額

を
支
払
う
（
接
種
料
金
は
各
医
療
機

関
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。）

■問
保
健
福
祉
課
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（8月申請分）11月7日㈫

町民課
国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571

高額療養費
（9月申請分）10月17日㈫

子ども・心身障害者および
ひとり親家庭等医療費
　　　　　　　（9月申請分）

10月30日㈪

保健福祉課
福祉推進係
子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
町県民税（３期）
国民健康保険税（４期）
介護保険料（４期）
後期高齢者医療保険料（２期）

10月31日㈫ 10月31日㈫

水道料金・下水道使用料
（農業集落排水使用料を含む）
（矢掛・美川・三谷・小田地区）

10月25日㈬ 10月31日㈫
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◦犯罪・交通事故発生状況（平成 29年 9月末現在）

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
ら
し

事
務
所
荒
ら
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
狙
い

金

属

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

9　月 5 0 0 1 2 0 1 0 0 0 0 1 0 0 28 5 0 23
累　計 32 2 0 1 6 4 3 5 0 0 7 1 3 0 235 24 0 211
（前年比） -5 +1 -1 +1 -4 -1 +3 -1 ±0 ±0 -3 -1 +3 -2 -16 -1 ±0 -15

類
・
外
食
を
除
く
飲
食
料
品
」
お
よ

び
「
週
２
回
以
上
発
行
さ
れ
る
新
聞

（
定
期
購
読
契
約
に
基
づ
く
も
の
）」

を
対
象
に
消
費
税
の
「
軽
減
税
率
制

度
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
年

末
調
整
説
明
会
に
引
き
続
き
、「
軽

減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

◦
と
　き
・
と
こ
ろ

　
11
月
14
日
㈫
　
笠
岡
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
（
笠
岡
市
六
番
町
１
︱
10
）

　
11
月
17
日
㈮
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ

フ
井
原
（
井
原
市
七
日
市
町
12
︱
１
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
年
末
調
整
説

明
会
が
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
、
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
が
午
後

３
時
45
分
～
５
時
ま
で
。

※「
年
末
調
整
の
し
か
た
」
お
よ
び

「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法

定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
」
な

ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■問
笠
岡
税
務
署

☎
０
８
６
５（
62
）３
１
１
１

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

11
月
２
日
㈭
、
９
日
㈭
、
16
日
㈭
、

20
日
㈪
、
21
日
㈫
、
24
日
㈮
、
28
日

㈫
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

11
月
６
日
㈪
、
13
日
㈪
、
20
日
㈪
、

※数値は暫定数です。

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

井原警察署
矢掛幹部派出所

と、平成28年10月～平成29年３月は、13人
　　（うち夜間が12人）
　　�平成29年４月～９月は、９人（うち夜間が７人）
となっています。
　春から夏よりも、秋から冬にかけての方が、高齢歩行
者が被害となる死亡事故が多くなる傾向がありますので、
　高齢者の事故防止のために皆さんの身近な方々に、次
のアドバイスをお願いします。
【高齢歩行者の方へ】
◦�夜間は、夜光タスキだけでなく、リストバンド型反射
材も併せて着用し、横からも見えるようにするほか、
できるだけ明るく目立つ服装にしましょう。
◦�道路を横断する時は特に注意して「右・左・右、進み
ながらまた左」と安全確認を徹底しましょう。

【一般ドライバーの方へ】
◦�見通しの良い道でも、横断者の有無をしっかり確認し
ながら運転しましょう。
◦�早めにライトを点灯し、上向きライトを活用して、よ
く前を見て運転しましょう。

　本年１月から矢掛町内においても有料サイト未納名目
の特殊詐欺事件が３件発生しています。特殊詐欺の主な
手口は、息子や孫、警察官等を騙って現金をだまし取る「オ
レオレ詐欺」や、「有料サイトの未納料金名目詐欺」のほ
か、訴訟移行を理由に請求し、コンビニエンスストアで
電子マネーを購入させ、カード番号を伝えさせてその額
面の金額をだまし取る「架空請求詐欺」などです。
　県警察では、被害防止に向け、金融機関に窓口で高額
の現金を引き出して持ち帰ろうとする高齢者への「声か
け」と「警察への通報」をお願いするとともに、コンビ
ニエンスストアに対しては、高額な電子マネーを購入さ
れる方へ「使途の確認」と「警察への通報」を要請して
いますが、町民の皆さんも金融機関、コンビニエンスス
トアで、携帯電話で会話しながら、ATM機等を操作する
人を見かけたら、店員等に知らせるほか、警察に通報す
るなどしてください。

高齢者および夕暮れ時の交通事故防止
　日暮れが早まり、日の出が遅くなるこれからの時季は、
高齢者が関係する交通事故が多くなる傾向にあります。
　高齢者が歩行中事故に遭い、亡くなったケースを見る

《特殊詐欺に対する被害防止》

27
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問�

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
９
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
　匿
名
希
望
一
名

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ（
金
一
封
）

竹
波
淳
次（
矢
掛
）、
竹
内
愛
子（
小

林
）、
木
口
和
夫（
上
高
末
）、
上
田

明
夫（
下
高
末
）、森
脇
公
宏（
東
三

成
）、
水
川
雄
二（
横
谷
）、
三
宅
裕

子（
里
山
田
）、
妹
尾
敏
子（
西
川

面
）、廣
石
常
雄
、杉
本
治
彦
、田
邉

登
（
小
田
）、匿
名
希
望
▼
矢
掛
公
民

館
へ（
金
一
封
）
竹
波
淳
次
（
矢
掛
）、

末
永
定
男
、
竹
内
愛
子（
小
林
）
▼

美
川
公
民
館
へ（
金
一
封
）
木
口
和

夫（
上
高
末
）▼
三
谷
公
民
館
へ（
金

一
封
）
森
脇
公
宏
（
東
三
成
）、
青

江
初
子
、
水
川
雄
二（
横
谷
）
▼
山

田
公
民
館
へ（
金
一
封
）
三
宅
裕
子

（
里
山
田
）▼
川
面
公
民
館
へ（
金
一

封
）
妹
尾
敏
子（
西
川
面
）
▼
小
田

公
民
館
へ（
金
一
封
）
廣
石
常
雄
、
杉

本
治
彦
、
田
邉
　
登
（
小
田
）
▼
た

か
つ
ま
荘
へ（
金
一
封
）
末
永
定
男

（
小
林
）、理
美
容
師
有
志
（
矢
掛
）、

（
車
い
す
）（
一
財
）中
国
地
方
郵
便

局
長
協
会
▼
矢
掛
寮
へ（
野
菜
）
㈲

サ
ト
ー
総
業（
本
堀
）、匿
名
希
望
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平
成
29
年
10
月
17
日
発
行

（
月
1
回
発
行
）

■
発
行
　
矢
掛
町
役
場

■
編
集
　
総
務
企
画
課
秘
書
広
報
室

〒
714-1297 （

役
場
専
用
）

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
3018　

TEL 0866
(82)1010

㈹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.yakage.okayam
a.jp/

2017

№ 571
10

矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2017. 10
vol.64

この広報紙は環境に優しい紙を使用しています。

実りの秋！  矢高パワー！！

　県内の革新的な事業案を募集した「岡山イノベーシ
ョンコンテスト」で、51の高校生案の中からファイナ
リスト４組が選出。矢高チームも「神楽」をテーマに
11月のファイナルに挑むことが決定しました。

　１年生軍団のパワー爆発！！　強豪ぞろいのＢブロッ
クを逆転に次ぐ逆転で勝ち上がり、９季連続の県大会
出場を決めた軟式野球部。10月末の県大会では３年ぶ
りの優勝を狙います！

９季連続  県大会出場！　軟式野球部 岡山イノベーション大賞　ファイナル進出！
　　　　　　　　　　　　　　神楽ガールズ

やかげ学deま
ち紹介  vol.06 このコーナーでは、「やかげ学」でお世話になっ

ている町の施設を担当生徒たちが取材して紹介
していきます。

営 業 時 間　午前８時３０分～午後５時

年間利用者
　・フルーツトピア　約 15,000 人
　・直売所トピア　　約 22,000 人

駐車場台数　100台

・くだものの収穫
・くだものの手入れ
・くだものの箱詰め  など

私たちが
「やかげ学」でやっている事

私たちが
「やかげ学」でやっている事

水車の里  フルーツトピア

フルーツトピアの三大くだものフルーツトピアの三大くだもの

いちご
時期  12～5月
作付  10a
苗木  8000本
収穫  3t

な　し
時期  8～12月
作付  1.2ha
苗木  400本
収穫  10t

ぶどう
時期  9～10月
作付  0.8ha
苗木  200本
収穫  6t

３年生から２年生へ継承３年生から２年生へ継承 　「やかげ学・フルーツトピ
ア」での活動は、夏の終わ
りに３年生から２年生の皆
さんに引き継がれましたが、
この一年間で私が感じたの
は、農業に興味を持てたと
いうことです。普段、食べ

物を見るときにもその生産段階をまずは想像するように
なりました。一年間ありがとうございました。

（３年Ｂ組  井辻）

平成29年秋季全国火災予防運動が展開されます｡
「火の用心　ことばを形に　習慣に」を統一標語に、秋季全国火災予防運動が 11月９日㈭から 11月 15日㈬までの１週間展開
されます。これから火を使う機会が多くなる季節を迎えますが、各家庭において次の「住宅防火  いのちを守る  ７つのポイント」
－３つの習慣・４つの対策－に注意して火を取り扱ってください。
３つの習慣

①寝たばこは、絶対しない。
②ストーブは、燃えやすいものから離れた位
　置で使用する。
③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必
　ず火を消す。

４つの対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
②寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を
　使用する。
③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

問 消防本部予防課　☎（62）9402
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